
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】超音波振動子のエコー信号を送受信する面に塵

や切りくずなどが付着せず、超音波振動子の特性の劣化

を防ぐことができる超音波探触子を提供する。

【解決手段】揺動して超音波を放出する超音波振動子と

、前記超音波振動子を揺動させる動力を生成するモータ

と、前記モータによって生成された前記超音波振動子に

伝達する動力伝達手段とを少なくとも備える超音波探触

子において、超音波振動子４に取り付けられ、超音波振

動子が実装された空間内の塵を収集する集塵手段１２を

備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 揺 動 し て 超 音 波 を 放 出 す る 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 揺 動 さ せ る 動 力 を 生 成
す る モ ー タ と 、 前 記 モ ー タ に よ っ て 生 成 さ れ た 前 記 動 力 を 前 記 超 音 波 振 動 子 に 伝 達 す る 動
力 伝 達 手 段 と を 少 な く と も 備 え る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 実 装 さ れ た 空 間 内 の 塵 を 収 集 す
る 集 塵 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 集 塵 手 段 は 、 前 記 塵 を 除 去 す る た め の フ ィ ル タ 部 及 び 前 記 フ ィ ル タ 部 を 前 記 超 音 波
振 動 子 に 固 定 す る た め の 固 定 部 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波
探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 集 塵 手 段 は 、 前 記 塵 を 除 去 す る た め の フ ィ ル タ 部 及 び 前 記 フ ィ ル タ 部 の 全 体 を 覆 っ
て 前 記 フ ィ ル タ 部 を 前 記 超 音 波 振 動 子 に 固 定 す る た め の 固 定 部 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 固 定 部
は 、 前 記 フ ィ ル タ 部 に 前 記 塵 を 吸 い 込 む た め の 吸 込 部 及 び 前 記 吸 込 部 に よ っ て 吸 い 込 ま れ
た 前 記 塵 以 外 の も の を 吹 き 出 す た め の 吹 出 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 、 体 腔 内 に 超 音 波 を 放 出 し て エ コ ー 信 号 を
受 信 す る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ５ は 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 成
を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 従 来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 ユ ー ザ が 操 作 す る 際 に 保 持 す
る グ リ ッ プ 部 １ と 、 先 端 部 ３ を 含 み 、 生 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ２ と か ら 構 成 さ れ 、 そ の
内 部 の 構 成 は 、 グ リ ッ プ 部 １ の 内 部 に 実 装 さ れ た モ ー タ ５ と 、 モ ー タ ５ に よ る 動 力 を 伝 達
す る シ ャ フ ト １ ０ と 、 シ ャ フ ト １ ０ に 連 結 さ れ た 揺 動 機 構 １ ０ ０ と 、 揺 動 機 構 １ ０ ０ に 接
続 さ れ 、 揺 動 機 構 １ ０ ０ の 回 動 に よ り 揺 動 す る 超 音 波 振 動 子 ４ と か ら 成 っ て い る 。 す な わ
ち 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 モ ー タ ５ の 回 転 を シ ャ フ ト １ ０ に よ り 揺 動 機 構 １ ０ ０ に 伝 え
て 超 音 波 振 動 子 ４ を 揺 動 さ せ る 。 こ の よ う な 超 音 波 探 触 子 が 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ ― ３ ２ ７ ５ ０ １ 号 公 報 （ 第 ５ １ ～ ５ ５ 頁 、 第 ６ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 超 音 波 探 触 子 の 組 み 立 て 時 に 先 端 部 ３ の
筺 体 内 部 に 入 っ た 塵 や 部 材 加 工 時 の 切 り く ず な ど が 、 超 音 波 振 動 子 ４ が 揺 動 す る こ と に よ
り 浮 遊 し 、 超 音 波 振 動 子 ４ の エ コ ー 信 号 を 送 受 信 す る 面 に 付 着 し 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 特 性
を 劣 化 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 超 音 波 振 動 子 の エ コ ー 信 号
を 送 受 信 す る 面 に 塵 や 切 り く ず な ど が 付 着 せ ず 、 超 音 波 振 動 子 の 特 性 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が
で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 揺 動 し て 超 音 波 を 放 出 す る 超 音 波 振 動 子
と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 を 揺 動 さ せ る 動 力 を 生 成 す る モ ー タ と 、 前 記 モ ー タ に よ っ て 生 成 さ
れ た 前 記 動 力 を 前 記 超 音 波 振 動 子 に 伝 達 す る 動 力 伝 達 手 段 と を 少 な く と も 備 え る 超 音 波 探
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触 子 に お い て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 実 装 さ れ た 空 間 内
の 塵 を 収 集 す る 集 塵 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 が 提 供 さ れ る 。 こ の 構 成
に よ り 、 超 音 波 振 動 子 の エ コ ー 信 号 を 送 受 信 す る 面 に 塵 や 切 り く ず な ど が 付 着 せ ず 、 超 音
波 振 動 子 の 特 性 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お け る 前 記 集 塵 手 段 が 、 前 記 塵 を 除 去 す る た め の フ ィ ル
タ 部 及 び 前 記 フ ィ ル タ 部 を 前 記 超 音 波 振 動 子 に 固 定 す る た め の 固 定 部 か ら 構 成 さ れ る こ と
は 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 集 塵 手 段 の フ ィ ル タ 部 の 形 状 と 特 性
の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に お け る 前 記 集 塵 手 段 が 、 前 記 塵 を 除 去 す る た め の フ ィ ル
タ 部 及 び 前 記 フ ィ ル タ 部 の 全 体 を 覆 っ て 前 記 フ ィ ル タ 部 を 前 記 超 音 波 振 動 子 に 固 定 す る た
め の 固 定 部 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ 部 に 前 記 塵 を 吸 い 込 む た め の 吸 込
部 及 び 前 記 吸 込 部 に よ っ て 吸 い 込 ま れ た 前 記 塵 以 外 の も の を 吹 き 出 す た め の 吹 出 部 を 備 え
る こ と は 、 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 で あ る 。 こ の 構 成 に よ り 、 収 集 し た 塵 や 切 り く ず が 揺 動
に よ り 再 び 飛 び 散 る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 を 有 し 、 超 音 波 振 動 子 の エ コ ー 信 号 を 送 受 信 す る 面
に 塵 や 切 り く ず な ど が 付 着 せ ず 、 超 音 波 振 動 子 の 特 性 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説
明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 先 端 部 内 の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 超 音 波 探 触 子 は 、 ユ ー ザ が 操 作 す る 際 に 保 持 す る グ リ ッ プ 部 １ 及 び 先
端 部 ３ を 含 み 、 生 体 （ 以 下 、 体 腔 と も 言 う ） 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ２ か ら 構 成 さ れ て い る
。 グ リ ッ プ 部 １ 及 び 挿 入 部 ２ の 内 部 に は 、 超 音 波 振 動 子 ４ を 揺 動 す る た め の 動 力 を 発 生 す
る モ ー タ ５ 、 モ ー タ ５ の 動 力 を 伝 達 す る シ ャ フ ト １ ０ 、 シ ャ フ ト １ ０ に 接 続 さ れ 、 動 力 を
伝 達 す る 駆 動 プ ー リ ６ 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 回 転 軸 ９ に 設 置 さ れ た 揺 動 プ ー リ ７ 、 回 転 軸 ９
に 取 り 付 け ら れ 、 エ コ ー 信 号 を 送 受 信 す る た め の エ コ ー 信 号 送 受 信 面 ４ ａ を 有 す る 超 音 波
振 動 子 ４ 、 駆 動 プ ー リ ６ の 動 力 を 中 間 プ ー リ １ ３ を 介 し て 揺 動 プ ー リ ７ に 伝 達 す る ワ イ ヤ
８ 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 側 面 の 外 形 に 沿 っ て 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 揺 動 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向
に 取 り 付 け ら れ た 集 塵 部 １ ２ が 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 動 作 を 説 明 す る 。
体 腔 外 に お い て ユ ー ザ は グ リ ッ プ 部 １ を 保 持 し て 挿 入 部 ２ を 体 腔 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、
モ ー タ ５ の 駆 動 に よ り シ ャ フ ト １ ０ に 接 続 さ れ た 駆 動 プ ー リ ６ を 回 転 運 動 さ せ て 、 駆 動 プ
ー リ ６ の 回 転 運 動 を 中 間 プ ー リ １ ３ を 介 し て ワ イ ヤ ８ に よ り 揺 動 プ ー リ ７ に 伝 達 し て 、 超
音 波 振 動 子 ４ を 回 転 軸 ９ の 回 り に 揺 動 運 動 さ せ る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ に お い て は 、 駆 動
プ ー リ ６ の 軸 方 向 と 回 転 軸 ９ の 軸 方 向 と は 直 交 す る 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 各 軸 と シ ャ
フ ト １ ０ の 軸 受 け は 、 図 中 省 略 し て あ る 。 な お 、 図 中 表 れ て い な い 陰 の 部 分 に も 中 間 プ ー
リ １ ３ と 同 様 の 中 間 プ ー リ が 設 置 さ れ 、 中 間 プ ー リ １ ３ と 同 様 に ワ イ ヤ ８ が 架 け ら れ て い
る 。 ま た 、 中 間 プ ー リ １ ３ は 複 数 あ っ て も よ い 。 ま た 、 各 プ ー リ に は ワ イ ヤ ８ が 架 か る 円
周 状 の 溝 を 有 し て い て も よ い 。 ま た 、 集 塵 部 １ ２ は 複 数 あ っ て も よ く 、 本 発 明 の 第 １ の 実
施 の 形 態 で は 、 集 塵 部 １ ２ は 超 音 波 振 動 子 ４ の 両 側 面 に あ る 場 合 を 示 し て い る 。 ま た 、 筐
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体 内 部 １ １ に は 、 超 音 波 エ コ ー を 伝 達 す る た め の 液 体 な ど が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 組 み 立 て 時 な ど に 筺 体 内 部 １ １ に 入 っ た 塵 や 部 品 加 工 時 の 切 り く ず は 、 超 音 波
振 動 子 ４ が 揺 動 す る こ と に よ り 筐 体 内 部 １ １ の 中 で 浮 遊 す る が 、 超 音 波 振 動 子 ４ が 図 ２ （
ｂ ） 中 の 矢 印 １ ７ の よ う に 揺 動 す る こ と に よ り 超 音 波 振 動 子 ４ の 側 面 の 外 形 に 沿 っ て 取 り
付 け ら れ た 集 塵 部 １ ２ が 、 図 ２ （ ｂ ） 中 の 矢 印 １ ８ の 方 向 に 浮 遊 し た 塵 や 切 り く ず を 集 め
、 取 り 除 く 。 こ れ に よ り 塵 や 切 り く ず が 超 音 波 振 動 子 ４ の エ コ ー 信 号 送 受 信 面 ４ ａ に 付 着
す る こ と を 防 ぎ 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 音 響 特 性 の 劣 化 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の
よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 揺 動 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向
に 側 面 の 外 形 に 沿 っ て 集 塵 部 １ ２ を 備 え る こ と に よ っ て 、 揺 動 に よ り 浮 遊 し た 塵 や 切 り く
ず を 集 塵 部 １ ２ で 取 り 除 き 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 特 性 劣 化 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 を 示 す 図 で
あ る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 集 塵 部 １ ２ は 、 塵 や 切 り く ず を 取 り 除 く フ ィ ル タ 部 １ ５
と 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 側 面 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ 、 フ ィ ル タ 部 １ ５ の 一 部 を 固 定 す る 固 定
部 １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 固 定 部 １ ４ は 、 例 え ば 樹 脂 材 や ア ル ミ な ど の 金 属 材 か ら な
る 。 ま た 、 例 え ば ウ レ タ ン 材 、 ス ポ ン ジ 材 、 多 穴 状 の 樹 脂 材 な ど か ら な る フ ィ ル タ 部 １ ５
の 一 部 は 、 固 定 部 １ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で の 固 定 す る 手 段 は 、 例 え ば 接 着 剤 が あ る
。 集 塵 部 １ ２ の フ ィ ル タ 部 １ ５ は 上 述 し た よ う に 柔 ら か い 材 質 に よ っ て 構 成 さ れ る た め 、
超 音 波 振 動 子 ４ の 図 ３ （ ｂ ） 中 の 矢 印 １ ９ の 方 向 の 揺 動 に よ っ て 、 筐 体 内 部 １ １ に 充 填 さ
れ た 液 体 な ど の 抵 抗 を 受 け て 、 次 第 に 形 状 と 特 性 と が 劣 化 し て い く 。 こ れ に 対 し て 固 定 部
１ ４ で フ ィ ル タ 部 １ ５ を サ ポ ー ト す る こ と に よ り フ ィ ル タ 部 １ ５ の 形 状 と 特 性 の 劣 化 を 低
減 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 集 塵 部 １ ２ の フ
ィ ル タ 部 １ ５ の 形 状 と 特 性 の 劣 化 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 を 示 す 図 で
あ る 。 図 ４ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 集 塵 部 １ ２ は 、 超 音 波 振 動 子 ４ の 側 面 に 沿 っ
て 取 り 付 け ら れ て い る 固 定 部 １ ４ 、 固 定 部 １ ４ に 沿 っ て 一 部 を 固 定 さ れ た フ ィ ル タ 部 １ ５
、 固 定 部 １ ４ の 形 状 に 沿 っ て 塵 や 切 り く ず な ど を 吸 い 込 む た め の 吸 込 口 １ ６ ａ 、 図 ４ （ ｂ
） に 示 す 塵 や 切 り く ず な ど を 取 り 除 い た 後 の 液 体 な ど を 吹 き 出 す 吹 出 口 １ ６ ｂ か ら 構 成 さ
れ て い る 。 な お 、 固 定 部 １ ４ の 形 状 は 、 図 ４ に 示 し た 形 状 に 限 ら れ な い 。 な お 、 吸 込 口 １
６ ａ 、 吹 出 口 １ ６ ｂ は １ つ に 限 ら れ ず 複 数 あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 ４ が 図 ４ （ ｂ ） 中 の 矢 印 ２ ０ の 方 向 に 揺 動 す る こ と に よ り 、 集 塵 部 １ ２ の
吸 込 口 １ ６ ａ か ら 浮 遊 し た 塵 や 切 り く ず を 集 め 、 集 め た 塵 や 切 り く ず は 、 固 定 部 １ ４ の 内
部 に 閉 じ 込 め て お く こ と が で き る 。 こ の と き 、 塵 や 切 り く ず が 取 り 除 か れ た 液 体 又 は 空 気
は 吹 出 口 １ ６ ｂ か ら 、 固 定 部 １ ４ の 外 部 へ 吹 き 出 さ れ て 、 塵 や 切 り く ず の み を 固 定 部 １ ４
内 、 す な わ ち フ ィ ル タ 部 １ ５ に 閉 じ 込 め て お く こ と が で き る 。 こ の 構 成 に よ り 、 集 め た 塵
や 切 り く ず が 揺 動 に よ り 再 び 飛 び 散 る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 、 超 音 波 振 動 子 の エ コ ー 信 号 を 送 受 信 す る 面 に 塵 や 切 り く
ず な ど が 付 着 せ ず 、 超 音 波 振 動 子 の 特 性 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る た め 、 超 音 波 振 動 子 を
体 腔 内 に 挿 入 し て 、 生 体 内 に 超 音 波 を 放 出 し て エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 な ど に
有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 先 端 部 内 の 構 成 を 示 す 図
　 （ ａ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 先 端 部 内 の 構 成 を 示 す 図
　 （ ｂ ） （ ａ ） に 示 す 図 を 上 部 か ら 見 た 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 を 示 す 図 　
（ ａ ） 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 の 側 面 を 示 す
図 　 （ ｂ ） （ ａ ） に 示 す 図 を 上 部 か ら 見 た 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 を 示 す 図 　
（ ａ ） 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に お け る 超 音 波 振 動 子 の 側 面 を 示 す
図 　 （ ｂ ） （ ａ ） に 示 す 図 を 上 部 か ら 見 た 図
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 グ リ ッ プ 部
　 ２ 　 挿 入 部
　 ３ 　 先 端 部
　 ４ 　 超 音 波 振 動 子
　 ４ ａ 　 エ コ ー 信 号 送 受 信 面
　 ５ 　 モ ー タ
　 ６ 　 駆 動 プ ー リ
　 ７ 　 揺 動 プ ー リ
　 ８ 　 ワ イ ヤ
　 ９ 　 回 転 軸
　 １ ０ 　 シ ャ フ ト
　 １ １ 　 筺 体 内 部
　 １ ２ 　 集 塵 部 （ 集 塵 手 段 ）
　 １ ３ 　 中 間 プ ー リ
　 １ ４ 　 固 定 部
　 １ ５ 　 フ ィ ル タ 部
　 １ ６ ａ 　 吸 込 口
　 １ ６ ｂ 　 吹 出 口
　 １ ７ 、 １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ 　 矢 印
　 １ ０ ０ 　 揺 動 機 構
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(8) JP 2005-218722 A 2005.8.18



专利名称(译) 超音波探触子

公开(公告)号 JP2005218722A 公开(公告)日 2005-08-18

申请号 JP2004031376 申请日 2004-02-06

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 門倉雅彦

发明人 門倉 雅彦

IPC分类号 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12 A61B8/14

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/BB15 4C601/EE04 4C601/EE10 4C601/EE21 4C601/FE01 4C601/FE07 4C601
/GA01 4C601/GA14 4C601/GC02 4C601/GC10 4C601/GC21 4C601/LL17

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种能够防止超声换能器的特性劣化的超声探头，而
没有灰尘或碎屑粘附在超声换能器的表面上以发送/接收回波信号。 振荡
以发射超声波的超声振荡器，产生功率以使超声振荡器振荡的电动机以
及传递到超声振荡器并由电动机产生的功率。 包括至少一个传输装置的
超声探头包括灰尘收集装置12，该灰尘收集装置附接到超声换能器4并在
安装超声换能器的空间中收集灰尘。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/17862d55-8bba-4d15-8288-5dfa77d6f1a3
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034994818/publication/JP2005218722A?q=JP2005218722A

